
普及活動情勢報告（令和４年６月分）

須崎農業振興センター高南農業改良普及所

クリ営農意向アンケート調査・園地調査 ～JA高知県大正・十和栗部会～

生産者への聞き取り調

査の様子

5月24日、JA高知県大正・十和支所栗部会（104戸）を対象に関係機

関と連携し、クリ生産者への営農意向アンケート調査と園地の位置確

認調査を開始しました。

普及所は、今回の調査の意義や調査で得られた情報を産地の維持に

活用することを説明し、栽培面積、労働力、後継者の有無、作業委託

の意向、園地条件などの聞き取り調査を行うとともに、タブレットを

使って園地の位置を確認しました。

生産者からは、「剪定作業や獣害に困っている。」「後継者がいな

い、未定。」「園地を貸したい。」などの回答がありました。

普及所は、今後もJA等の関係機関と連携し、園地マップの作成に向

けて取り組んでいきます。

地域に合った農業振興を目指す ～第1回高南地区農業改良普及推進協議会～

協議会の様子

5月27日、JA高知県四万十農協会館で高南地区農業改良普及推進協

議会を、外部委員8名の参加のもと開催しました。

普及所からは、今年度の普及推進方針と普及活動計画について説明

した後、みどりの食料システム戦略を踏まえた取組や実質化された人

・農地プラン実現に向けた基盤整備関係について、情報を提供し、意

見交換を行いました。

委員からは、「コロナ禍や肥料高騰の中でも生産者が前向きに取り

組めるよう支援してほしい。」「経営の効率化の他、軽労化支援も希

望する。」などの声がありました。

普及所は、いただいた意見等を今後の活動に活かし、関係機関と連

携しながら課題解決に取り組みます。

高知県への移住就農の推進！ ～オンライン農業ツアー開催～

オンラインでニラを説

明する様子

6月4日、高知県への移住・就農に関心のある県外居住者を対象とし

た「オンライン農業ツアー」を県立農業担い手育成センターを拠点に

開催し、17名の参加がありました。

香美市、高知市、四万十町をオンラインで結び、それぞれの地域で

営農する３名の方に農業をPRして頂きました。

四万十町からは、町役場の担当者から町の特色を説明していただい

た後、ニラ農家から就農したきっかけや受け入れ農家での研修経験、

ニラ栽培についてお話しいただきました。参加者からは就農支援制度

やニラについて多くの質問がされました。

今後も同センターや役場と協力し、このような移住・就農推進の取

り組みを続けていきます。



新規就農支援の制度や研修について学ぶ ～新規就農勉強会～

新規就農研修について学

ぶ関係職員

6月15日、高南地域営農協議会企画・担い手部会（新規就農グループ）

が企画し、JA高知県や四万十町役場、農業共済組合、普及所などの職

員を対象にした新規就農の勉強会を、県立農業担い手育成センターで

開催し、12名が参加しました。

勉強会では、国や県、町の就農支援制度の説明、同センターの研修

内容や研修ハウスの見学、実習中の研修生の声も聞きました。

研修生からは、「センターでの研修後は農家で栽培の実践的な研修

をし、中古ハウスを借りて就農する予定。」などの話を聞きました。

参加者は、国や県の就農制度が変わり、資材や燃料費等の経費も高

騰する中、就農に向けた支援をしっかりしなくてはという想いを新た

にしました。

普及所は、今後も関係機関と連携して就農支援を行っていきます。

四万十町昭和地区の昔野菜を守ろう！ ～昔野菜の種取り体験授業～

カブの種取り

6月16日、昭和小学校の3年生と4年生の合計17名を対象とした昭和

地区に伝わる昔野菜の種取り体験授業を開催しました。

四万十町昭和地区には、地元で大切に継承されてきたダイコン、カ

ブ、高菜があります。これらを若い世代に受け継いでもらうきっかけ

となるよう、地元の生産者や地域おこし協力隊とともに体験型の食育

を年間5回実施しています。今回は今年度第1回目で、児童たちは種と

殻を分ける作業に挑戦したり、いい種を見分ける方法などを楽しそう

に学んでいました。次回は学校畑の土づくりです。

今後も、地域に伝わる野菜の継承活動を支援していきます。

直販所職員を対象に勉強会を開催 ～種苗法について～

紙資料を使ったアナログ

な勉強会を開催しました

6月6日、JA高知県みどり市と同四万十営農経済センターの職員を対

象にした種苗法の勉強会を、普及所職員が講師となり開催し、10名が

参加しました。

種苗法の改正により、今年の4月から登録品種の増殖には育成者権

者の許諾が必要となっています。6月は、直販所でイモの苗を販売す

る生産者が多くなるため、種苗法に則って正しく苗が販売されるよ

う、直販所の職員として知っておくべき種苗法の内容について説明し

ました。

今後も、環境にやさしい地産地消につながる直販所の販売促進を支

援していきます。


